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が 立って 居る。 僕 を 見て、 躊躇して 居る 様子、 

『はいれ』 

と 石 川が 又 呼んだ。 

『可い か I— 』 

というた その 口元に、 妙に 処女の やうな 羞恥が もれた。 

これが 幸徳 であった。 彼 は 文章と 識見と で、 当時 既 

に 「万 朝 報」 紙上の 名 華であった。 

僕に 幸 徳の事 を 口 を 極めて 称讃 した 如く、 石 川 は、 

僕の 事 を も幸徳 に、 輪に 輪 を かけて 話して 置いた もの 

らしい。 初対面ながら、 古 馴染の やうな 気がして すつ 

かり 打ち解けて 語る ことが 出来た。 



た。 けれど 母に は、 一 日の 喜び も 与へ ず、 苦労に 苦労 

の 一 生 を 終らせて しまった。 

母の 跡片 づけ も 済んで、 さて これから 新鋭の 気を以 

て、 改めて 仕事に か、 るの だと 思った 時、 どこから と 

も 知らず、 一 つの 声が 響いた。 

『誰の ために —— J 

驚いて 目 を 開く と、 まるで 夢の さめた やう。 

涙が 身の 底から、 滝の やうに わいて、 止め 度が 無い _ 

連日 引 籠って 思案に 暮れた 末、 思 ひ 切って 新紀元 社 

へ 行って 石 川 君に 話した。 

『僕 は、 もう 駄目に なった』 



切りに 幸徳を 攻撃して 聞かす。 彼が 千代 子 夫人 を 離別 

して、 新しい 婦人と 同棲して 居る とい ふの だ。 それで 

僕に 忠告の 役 を 勤めよ とい ふの だ。 僕 は 黙って 居た。 

或 日、 名古屋 のお 千代さん の 姉さんが 見えて、 一通 

の 手紙 を 僕の 前へ 置いた。 幸徳 からお 千代さん への 郵 

書で、 文句 は 長いが、 要するに 「自分 は菅 野と いふ 婦 

人と 恋愛に 落ちた から、 今後 御身と は 兄妹の 関係に 過 

ぎない」 とい ふ 宣言 だ。 

『妹 は、 泣いて ばかり 居ります —— 』 

というて、 姉さん も 目 を 押へ て 居る。 僕 は密に 幸徳の 

苦悩 を 想うた。 捜し/ \ して 幸 徳の浪 宅 を 尋ねて 見る 
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